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端午の節句

’９１
５

月

端午の節 句 を前にした５月２日、森江野 季節1呆

育 所の子 どもたらが、こいのぼり作りに挑戦し ま

した。

紙を折-Ｊたり。竹に付けたりなかなか思 うよ う

にいかず、 先生に刊 云ってもらいながら、や９ と

完 成。

５月の風 に吹 かれて泳 ぐ、 ひご いとまごいのこ

いのぱり を兄で、 とてもうれしそ うでした。



議 員 決 ま る

新人　３人
．
統
一
地

方
選

挙
を
締

め
く
く
る
国

見
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

の
投

票
が
四

月
二
十
一

日
行
わ
れ
、
即
日
開

票
の
結
果
、
二
十

人
の
新

し
い
議
員

が
誕

生
し
ま

し
た

。

投
票
率
は
前
回
と
比
べ
て

Ｉ
・
八
五
％

下
回
り
、
九
二
・
〇

三
％

と
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
議
員
の
内

訳
は
、
現
職
十
七

人
、
新
人
三
人
で
、
今
・

後
四

年
間
、
町
民
の

代
表
と
し
て
そ
の
活
躍

に
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら

れ
て

い
ま
す

。

町議選の結果

有権者敗

８，９１２人　　　．

(男4.  4人　女4.538人)

投票者数

8 , 2 0 2人

(男3  , 2人　女4  , 0人)

投票率

02.03 %

▲投票風景（大木戸投票所）

４間累風景（福祉センター）

⑤松 浦市 太郎 餓員　61

歳!li 遘２川
吠 木戸乍赤穂23の口）

⑤村上　利夫観貫
57歳 当選討11　(
哈汪字佐野台31)

③佐久間幸雄議員

60
歳 １選１回

(４山宇中島23)

② 室井　 精 一議員

57歳 当選】回
（徳汢字中 ノ内34）

① 志村　 良男 餓 員　52

歳 当選Ｉ回
(人木戸字商士見ｙ 冂

⑩松 浦　 長明議 員

齠歳 町選３回
(大木戸:  前 14 )

四鈴木 伴治議員

72歳 当遭２回
(川内字沖１)

⑩ 松浦　 金 一議 具

67歳 当選２川
( 石母111字蛭沢47)

⑧ 斎藤　 隆 議ｉ　

６６歳fi 選２回

(貝田宇山ノ神前37)

(?ﾝ菊 地　 正謙 員

65歳 町選２回
(石毋田十国見前40)



新 し い 町 議 会

現職　17人

邱 佐 藤　 力 議 員　44

歳?!ｰ  選 5  回

（森山字 中町20 の ｌ ）

⑩赤坂 浅吉謙i

62歳 ぴi道川･|　(内谷字西前19)

侈佐藤　政一餓ｌ

５９歳 町送４同
(小板字小坂40ﾝ

磅武 田　 勉 餓員

57歳 ｀li進４川
( 人木戸字六角63)

|は遠 藤　 金六議 員

Ｍ歳 ‘`i迦３川
(鳥取十中鳥５の冂

芻 中野 周一議員

67歳 当選６回
(泉田字滌な９)

四 佐 藤　 忠 美 議 員

5e歳 当道 ６川

【●|||字 瓦TE 畑一一．８】

劭松 演　 義男 餓 員

70歳 町選６回
(西人枝字 館 4 幻

肆玉 手 昭 市議 員

64歳 当選６回
(西人肢字竹 ノ内16の 凵

⑩ 吉田　 久男 議員

68歳lli 迴５回
C●11字 大-F畑パ.451

臨
時
議
会
開
か
れ
る

議
　
長
に
仲
野
周
一
さ
ん

副
議
長
に
佐
藤
忠
美
さ
ん

改
選
険
初
の
町
議
会
は
元
月
二
日

開
会
さ
れ
ま
し
た
。
年
長
議
員
の
鈴

木
伴
治
さ
ん
が
鵬
時
議
長
と
な
り
議

長
選
雛
を
行
っ
た
結
果
、
指
名
推
薦

で
新
し
い
議
艮
に
仲
野
周
一
さ
ん
が

当
選
し
ま
し
た
。
次
に
析
膿
長
の
も

と
で
、
副
議
艮
選
挙
を
は
じ
め
常
任

委
貝
な
ど
を
選
任
し
、
町
政
の
議
決

機
関
と
し
て
向
こ
う
四
年
間
の
構
成

が
決
ま
り
ま
し
た
。

町

議

会

議

員

役

職
（
敬
称
略
）

▽
議
　
長
　
仲
野
周
一

▽
副
議
長

佐
藤
忠
芙

▽
各
常
任
委
員

（
○

委
員

長
　

○
副

委
員

長
）

●
総
務
常
任
委
員
会

○
佐
藤
政
一
　
〇
松
油
長
明

玉
手
昭
巾
　

吉
田
久
男

室
井
精

】

・

産
業
驚
任
委
員
会

○
佐
藤

力
　
○
鈴
木
伴
治

仲
野
周
一
　
　

斎
藤
　

隆

菊
地
　
正

●
建
設
水
道
常
任
委
員
会

○
赤
坂
浅
吉
　
○
村
上
利
夫

佐
藤
忠
美
　

松
浦
義
男

松
浦
市
太
郎

●
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

○
武
田

勉
　
Ｏ
松
浦
金
一
　

遠
藤
金
六
　

佐
久
間
幸
雄

志
村
良
男

▽
議
会
運
営
委
員
会

○
吉
田
久
男
　
○
佐
藤
政
一

佐
藤

力
　

赤
坂
浅
吉

武
田

勉

▽
各
組
合
餓
会
議
員

・
公
立
藤
田
病
院
組
合

仲
野
周
一
　
松
浦
義
男

玉
手
昭
市
　

吉
田
久
男

佐
久
間
幸
雄
　
志
村
良
男

・

国
見
町
梁
川
町
大
枝
小
学
校
組
合

佐
藤
忠
美
　
松
浦
義
男

玉
手
昭
市

鈴
木
伴
治

室
井
精
一

一

伊
達
地
方
衛
生
処
理
組
合

遠
藤
金
六
　
松
浦
市
太
郎

・

伊
達
地
方
消
防
組
合

斎
藤

瞳

菊
地
　
正

一

福
鳥
地
方
広
域
市
町
村
圏
養
護
老

人
ホ
ー
ム
組
合

武
田

勉

一

福
鳥
地
方
水
道
用
水
供
給
企
業
団

赤
坂
浅
古

▽
覧
査
委
員
｛
議
会
選
出
｝

遠
藤
金
六



快適で住みよい

生活幹線町道

町づくり

完成！

快
適
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
め

ぎ
し
て
町
道
の
新
設
・
改
良
工
事
か

進
め
ら
れ
て

い
た
、
通
称
む
さ
し
や

坂
（
一
〇
七
号
）
、
四
号
取
付
道
路

（
二
一
八
二
号
）
と
鳥
取
地
内
の
通

学
道
（
一
〇
一
一
号
：
二

部
完
成
）
が

こ
の
ほ
ど
完
成
、
供
用
か
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

む
さ
し
や
坂
道
路
は
一
方
通
行
解

除
に
な
り
ま
し
た
か
、
西
根
堰
沿
い

の
道
路
に
つ
い
て
は
大
型
車
は
通
行

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
慧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
町
遠
一
〇
二
号
は
小
坂
小

学
校
の
通
学
道
路
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
通
行
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
安
全
運

転
を
お
噸

い
し
ま
す
。

▲小坂小通学道路

▲むさしや坂
四号取付道路 ●

お

知
ら

せ

交
通
規
制
に
つ
い
て

岡
道
四
り
線
か
ら
山
崎
工
業
団
地

へ
の
新
設
道
路
（
町
道

‐。
一
八
三
号

線
）
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
供
用
開

始
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
旧
国

道
交
差
点
に

つ
い
て
は

二

時
停
止
」
の
交
通
規

制
に
な
り
ま
し
た
。

交
差
点
で
は
必
ず
一
時
停
止
を
し

て
、
左
右
の
女
全
を
十
分
に
確
認
し

て
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

愛の献血に

101人が協力

五
月
二
日
、
移
動
採
血
車
一
台
が

來
町
し
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
老
人
子

ど
も
室
心
λ
″
場
と
し
た
成
分
献
血

（
オ
ー
ブ
ン
採
血
）
と
セ
ッ
ト
で
献

血
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
も
、
国
見
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
か
ら
卵
二
千
個
、
福
鳥
信
用
金
庫

国
見
支
店
か
ら
ゆ
で
卵
二
百
個
、
国

見
薬
業
組
合
か
ら
栄
養
削
二
百
本
の

協
力
を

い
た
だ
き
百
一
人
（
申
し
込

み
者
は
百
二
人

）
の
方
々
か
ら
献
血

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

献
血
あ
り
が
と
う
　

ご
ざ
い
ま
し
た

（
順

不
同

・
敬
称

略
）

●
印
の
方
は
四
○
○
㎡
協
力
者
で
す

《
一
妝
協
力
》

●
阿
曽

信
一

奥
山
美
津
子

商
橋

邦
子

佐
久
間
喜
子

遠
藤
ト
シ
子

高
橋
　

力

・

吾
妻

幸
二

伊
東

芳

子

二
の
輪
ミ
ド
リ

●
小
室
　

正
利

斎
藤

福

子

商
橘

和

美

高
橋

秋
子

市
川
　
公
子

斎
藤

幸
一

奥
山
　
広
一

高
橋
　

廣

松
浦
市
太
郎

佐
藤
　
ク
ニ

吉
田

昌
子

●
佐
藤

尚
久

古
田
　
広
生

《
国

見

ガ
ス
住

宅
般

備
》

高
橋

貴
夫

高
橋

修
一

八
巻
千
代
子

《
国

見
ラ

イ
オ

ン
ズ

ク
ラ

ブ
》

本

田

桂
子

曳
地

騎
行

《
国

見
町

農
協
》

佐
藤
　
利
夫

佐
藤
　
畏
一

菅
野
善
一
郎

佐
藤

京
子

《
コ

ー
プ

マ
ー
ト
国

見
》

稲
村
あ
や
子

（
東

栄
電
機
》

●
安
達

武
子

●
吾
妻

幸
子

佐
藤
　
リ
ッ

（
公
立
藤

田
総

合
病

院
》

●
岐

辺
　

眷
松

佐
々
木
ま
ゆ
み

●
南
　

良
祐

《
ひ
の

ま
る

弁
当
》

斎
藤
　

達
雄

佐
藤
　
麗
子

斎
藤
可
世
子

《
国

見
精

糖
》

●
高
橋
　
庄
次

・
佐
々
木
八
五

《
国

見
タ

イ
ツ
》

市
山
ふ
し
子

《
福

鳥
信
用

金
庫
国

見

支
店
》

阿
部
　
正
信

八
巻

栄
作

佐
藤
み
え
子

鴨
田

香
織

高
鳥
　
幸
治

岡
崎
　

棯

（
国
見

電
子

）

森
　

哨

子



花とみどりの溢れる街

小林住宅団地

分譲開始！

町
で
は
。
快
適
で
住
み
よ
い
町
づ

く
り
を
め
ぎ
し
「
小
林
住
宅
団
地
」

の
造
成
を
進
め
て
き
ま
し
た
か
、
こ

の
ほ
ど
完
成
。
宅
地
購
入
者
を
次
の

要
領
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
区
画
　
4
3区
画

8
0坪

以
下

…
…

２
区

画

8
0坪

～
9
0
坪
：
易
一
区

画

9
0坪

～

喞
坪
…

５
区

画

劭
坪

以
上

…
…
1
4
区

画

▽
申

し
込

み
資

格

山
自
ら
の
居
住
用
住
宅
の
建
設
敷
地

に
困
っ
て

い
る
方
及
び
町
が
誘
致

し
た
企
業
（
社
宅
・
寮
）

閙
国
見
町
（
市
街
化
区
城
内
）
に
自

己
ま
た
は
同
居
家
族
名
義
の
宅
地

を
所
有
し
て
い
な
い
方

即
土
地
譲
渡
契
約
締
結
後
５
年
以
内

に
居
住
用
住
宅
建
築
を
予
定
さ
れ

る
方

▽
受
付
期
間

５
月
2
0日
㈲
～
６
月
1
0日
㈲

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

午
前
８
時
3
0分
～
午
後
５
時

▽
そ
の
他

申
し
込
み
者
本
人
が
お
い
で
下
さ

い
．

申
し
込
み
は
．
一
世
帯
一
区
画
と

し
、
複
数
の
申
し
込
み
区
画
に
つ

い
て
は
抽
遡
に
よ

り
て
決
定
し
ま

す

。

■

受
付
場
所

・
役
場
企
画
商
工
踝

一

翦
2
1
1
1

内
線
２
５
３

団 地 の 概 要 ●区域／市街化区域●位置／伊達

郡国見町大字山崎字小林●分鳩戸数/  43  区 ･  設傭 ／道路…4 ～１０
ｍ，上水道･･･町水道より供給●交通／ＪＲ東北本線藤田駅まで徒歩10

分、東北自動車道国 見ＩＣまで車で４分●学校等／保育所･--藤田

保育所（徒歩13分）、幼稚園…藤田幼稚圃｛徒歩４分｝小今校…●
田小学校（徒歩４分）、中学校…県北中学校（自転車５分） ●環岐
／ＪＲ利用で福島までわずか18分． 笶しい自然と活気ある商店街．

花と縁に囲まれた住宅地として優れた環境にあります．

区 画 配 置 図

付 近 見 取 図

《
国
見
町

商
工

会
》

津

田
　

キ
ミ

高
橋

芳
男

佐
久
間

尚
子

安
彦
　

光
典

鈴

木

俊
博

《
国
見
町

役
場

》

武

田

友
江

小
西

春
彦

佐
藤
　

光
男

村

上

幸
平

蓬

田

恭

子

紺
野
　

徹

●
穗
苅

榮
治

・
黒
田

義
男

秦
　

清
一

渡
辺

勝
弘

武
田

慶
子

羽
根
田
孝
司

阿
部

正
一

松
浦

郁
子

〔
成

分

ｉ
獸

血

〕

《
一
般
協
力
》

斎
藤
　
松
男

斎
藤
　
正
美

後
藤

寿
彦

斎
藤

規
雄

高
橋

勝
美

阿
部

洋
一

（
コ
ー
プ

マ

ー
ト
国
見

》

半
沢
ア
サ
子

本
間
　

都

《
国

見
ラ

イ
オ

ン
ズ

ク
ラ
ブ

》

佐
久
間

信

（

東
栄

電
機
》

佐
藤

幸
輔

《
■

見

町
商
工

会
》

吉

田

と
き
子

《
国

見

町
役
場

》

後
藤
登
美
子

武
田
　

智

引
地

由
則

松
浦
　
昭
一

佐
藤

克
成

羽
根

洋
一

佐
野

龍
一

菅
原

文
子

八
巻

忠
義

遠
藤
　
喜
正

菊
地

弘
美

吉
田

義
勝

佐
久
間

茂

宍
戸

浩
寿

松
浦

幸
雄

佐
藤

和
夫



社会福祉協議会

会費納入の促進

～みんなで力を合わせ

明るく　 住みよい

･福祉の町をつくり ましょう ～

新
緑
の
候
、
町
民
皆
さ
ま
に
は
。

日
頃
杜
会
櫑
祉
協
議
会
の
円
滑
な
運

肯
に
ご
協
力
を
。い
た
だ
き
深
く
感
謝

を
申
し
あ
げ
ま
す
。

今
年
は
、
社
協
法
人
化
の
二
年
目

に
あ
た
り
、
更
に
充
実
し
た
社
会
福

祉
の
向
上
と
、
い
ろ
ん
な
活
動
を
長

く
続
け
、
福
祉
の
心
を
も
ち
育
て
、

そ
の
大
き
な
和
か
輪

と
な
っ
て
、
心

豊
か
な
活
力
の
あ
る
街
を
つ
く
る
こ

と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
お
一
人
・
お

】
人
の

力
が
最
も
大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
福
祉
に
対
す
る
要
求

は
毎
年
多
様
化
・
増
加
の
傾
向
に
あ

り
、
地
域
福
祉
・
在
宅
福
祉
の
果
た

す
役
制
は
、
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
社
会
福
祉
協
議
会
の
担

う
と
こ
ろ
ま
こ
と
に
大
き
く
、
平
成

三
年
度
は
、
住
民
総
参
加
の
地
城
福

祉
活
動
の
基
盤
づ
く
り
と
、
在
宅
福

祉
施
策
の
充
実
強
化
を
推
進
す
る
こ

と
か
、
大
き
な
目
標
で
あ
り
ま
す
。

特
に
、
平
成
三
年
度
は
、
町
の
委

託
事
業
で
あ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の

派
遣
、
季
節
保
育
所
、
寝
た
き
り
・

ひ
と
り
暮

ら
し
老
人
の
寝
具
乾
燥
及

び
入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
各
事
業
を
中
心

に
、
き
め
細
か
く
。
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
幅
広
い
褊
祉
事
業
を
推

進
し
、
さ
ら
に
充
実
を
図
り
、
地
城

住
民
の
福
祉
の
増
進
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

社
協
は
、
町
民
総
番
加
に
よ
る
趣

旨
の
も
と
、
自
主
財
源
の
確
保
と
健

全
財
政
を
図
る
た
め
、
全
世
帯
の
加

入
を
願
い
、
次
の
と
お
り
昨
年
同
様
、

応
分
の
年
会
費
、
ご
協
賛
い
た
だ
・
’

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
趣
旨
ご
理

解
の
う
え
、
特
段
の
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

◇
一
般
会
費

】
口
・

で

○
○
○
円

（
各
世
帯
）

◇
特
別
会
員
一
口
・
五
、
〇
〇
〇
円

（
篤
志
家
・
役
員
等
）

◇
賛
助
会
費
一
口
・
一
〇
。
０
０
０

円
（
会
社
・
団
体
等
）

※
な
お
、
会
賢
の
納
入
、
新
規
加
入

申
し
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
追
っ

て
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人

国
見
町
社
会
福
祉
協
議
会

▲敬老会｛昨年｝

土

地

取

引

一
定
面
積
以
上
は

届
出
が
必
要
で
す

国
土
利
用
計
画
法
の
ね
ら
い

み
ん
な
か
自
分
勝
手
に
土
地
を
利

用
し
。
自
分
の
利
益
だ
け
を
考
え
て

投
機
的
な
土
地
取
引
を
行
っ
た
ら
ど

う
な
る
で
し
ょ
う
か
？

土
地
問
閣
の

解
決
の
た
め
に
は
国
民
の
皆
さ
ん
一

人
一
人
に
土
地
は
公
共
性
・
杜
会
性

を
持
っ
た
資
源
で
あ
る
と
い
う
認
識

を
持
っ
て
肌
く
必
要
か
あ
り
ま
す
。

国
土
利
用
針
画
法
は
、
土
地
の
投

機
的
取
引
や
地
価
の
高
膾
を
抑
制
し
、

乱
開
発
を
防
ぐ
た
め
、
土
地
取
引
に

つ
い
て
届
出
制
を
設
け
て
い
ま
す
。

一
定
面
積
以
上
の
土
地
の
取
引
を
し

よ
う
と
す
る
時
は
、
こ
の
法
律
に
よ

り
あ
ら
か
じ

め
知
事
等
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

り
て
い

ま
す

。

届
出
の
必
要

な
土
地

取
引

一
定
面

積
以
上

の
土

地

に
つ

い
て

、

売
買

な
ど

の
取

引
を
す

る
場
合

は

、

届
出

か

必
要
で
す

。

※

売
買
な

ど
の

取
引
と

は
…
…

売
買

。
代

物
弁

済

。
交
換

、
共

有

持
分
の
旗
渡
、
営
案

譲
渡
、
地
上
権

・

賃
借

権
の

設
定

・
旗
渡

、
譲

渡
担

保
、

予
約

完
結

権
・

買
戻
権

等
の

譲
渡

届
出

は
契
約
の

六
週
間

前
ま
で

契
約
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

取
引
の
当
事
者
（
充
買
の
場
合
で
あ

れ
ば
充
主
と
買
主
）
は
、
取
引
の
予

定
価
格
や
利
用
目
的
を
書
い
た
知
事

あ
て
の
届
出
書
に
必
要
な
杏
劇
を
添

付
し
て
、
契
約
を
結
ぶ
六
週
間
前
ま

で
に
、
役
場
企
画
商
工
課
企
画
調
整

係
に
届
出
て
く
だ
さ
い
・

届
出
を
受
け
た
知
事
は
、
取
引
価

格
と
利
用
目
的
に
つ
い
て
審
査
を
行

い
、
価
格
か
著
し
く
適
正
を
欠
く
場

合
、
利
用
目
的
が
土
地
の
利
用
に
関

す
る
計
画
に
適
合
し
な
い
場
合
な
ど

に
は
取
引
の
中
止
ま
た
は
変
更
を
勧

告
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以

外
の
場
合
に
は
。
届
出
日
か
ら
六
週

間
以
内
に
勧
告
を
し
な
い
旨
を
文
書

に
よ
り
通
知
し
ま
す
。

こ
の
通
知
を
受
け
取
れ
ば
、
契
約

か
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

届
出
を
し
な
い
と

届
出
を
し
な
い
で
土
地
取
引
を
し

た
り
、
偽
り
の
届
出
を
す
る
と
六
か

月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
百
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

■
届
出
先
・
問
い
合
わ
せ

企
画
商
工
課
企
画
調
整
係

一
回
2
1
1
1

内
線
２
５
３

(ｲ)市街化区域

2 , 0 0 0 ㎡以上

(口)市街 化調整区域

5 , 0 0 0 ㎡以 上

网その他の区 域

１０,００ ０㎡以上

届出の必要な土地



ふるさとの文化財
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4
下紐の関跡

石毋田弁天神社

菊　池　利　雄
Ａ石毋田の弁天神社

古
代
に
篤
借
（
阿
津
賀
志
）
山
を

縦
断
す
る
形
で
、
北
に
延
び
て
い
た

東
山
道
に
は
、
あ
る
時
期
蝦
夷
勢
力

と
大
和
朝
延
勢
力
圏
の
境
界
と
し
て
、

下
紐
の
開
か
置
か
れ
た
と
の
伝
え
か

あ
り
、
伊
達
の
大
木
戸
と
も
呼

ば
れ

て
い
た
。

そ
の
位
置
に
つ
い
て
は
石
毋
田
弁

天
沢
の
弁
天
神
社
、
県
境
白
石
市
越

河
の
下
紐
の
石
、
桑
折
町
の
半
田
山

中
腹
押
ノ
池
な
ど
か
、
伝
承
地
に
挙

げ
ら
れ
る
か
。
い
ず
れ
も
そ
れ
ら
し

き
遺
構

も
残

さ
れ
て

な
く

、
そ

の
所

在
に

つ

い
て

は
想

像
の
城

を
出

な

い
．

こ

の
関

に
ま
っ

わ
る
伝

え
と

し
て

は
．

史
実
で

は
な

い
か
用

明
天
良

が

蝦
夷
征

伐

に
下

向

さ
れ

た
時
、

伴
わ

れ
た
妃

の
玉

世
姫
か

下
紐

の
関

で
、

産
気

づ
か
れ
石

の
上

で
下

紐
を

解
き

皇
子
を

生
み
落

と
さ

れ

た
と
か

、
石

母
田

の
弁
天

沢
の
付

近
に

は
、
玉

世

姫
の
乗

ら
れ

た
牛

が
、
深

田
に

は
ま

っ
て
抜

け
出

る
こ

と
か
出
来

ず

に
、

牛

石
と

な
っ

た
な

ど
の
話

が
残

さ
れ

て
い
る

．

古
代

に
お
け

る
下

紐
の
意

味
は

下

着

の
紐

を
さ

し
．
下

紐
を
解

く

と
は

女
が
男

に
身

を
任
せ

る
こ

と
で
あ

る
．

所
在

に
つ

い
て
明

確
を

欠
く
下

紐

の
関
で

は
あ

る
が
、

陸
奥
国

の
歌

枕

と
し
て

、
古
来

多
く

の
歌
人

に
よ

う

て

詠
ま

れ
て

お
り
、
こ

こ
で

は
そ

の

一
首

『
斬

後
拾

遺
和

歌
集

』
に
あ

る
、

ＩＷ
お
なか
戈
よ
」
の
ぷ

大

中
臣
能

宜

の
歌
を

と
り
あ

げ
て

み

う
っ
っ

と
も
夢
と
も
見
え

ぬ
幢

ば
か
り
　

通
は

ぱ
ゆ
る
せ
下
紐
の
関

簡
騅

な
意
訳

を
賦
み

れ

ば
、

「
寝

て

は
夢

、
起
き

て
は
う

つ

つ
（
現
実

）、

一
途
に

恋

い
焦

が

れ
．
毎
夜

の
よ

う

に
あ
な

た
の
も

と
に

通

い
つ
め
て

い

る
．
こ

の
よ
う

な
わ

た
し

の
心
根

を

く

み
と

り
、
下

着
の
紐

を
解

き
夫

婦

の

契
り
を

、
許

し
て
は

も
ら

え
な

い

だ
ろ
う
か

」

と
、
男
女

間
の

性
に

つ

い
て
お

お
ら
か

で
あ

っ
た
、
古

代

の

衷
阻
婦
畤
代
に
お
け
る
、
見
初
め
た

女
に
求
婚
す
る
男
の
心
情
を
、
露
骨

に
表
現
し
た
恋
歌
で
あ
る
・

こ
の
場
合
の
下
紐
の
関
は
、
結
婚

し
よ
う
と
し
つ
こ
く
撓
み
寄
る
男
に
、

下
紐
を
竪
く
結
ん
で
解
こ
う
と
し
な

い
、
か
た
く
な
な
女
を
。
守
り
の
固

い
こ
の
関
に
み
た
て
た
も
の
で
あ
ろ

下
紐
の
関
伝
承
地
、
石
毋
田
の
弁

天
神
社
は
厚
樫
山
の
府
麗
弁
天
沢
に

あ
っ
て
、
最
近
建
て
替
え
ら
れ
た
杜

殿
へ
の
参
道
は
、
鳥
居
を
ぎ

り
社

前
に
配
さ
れ
た
池
の
石
橋
を
渡
り
進

む
。
か
っ
て
こ
の
池
に
は
片
葉
の
葦

が
生
え
て
い
た
か
現
生
し
な

い
。

古
代
の
東

山
道
は
、
石
毋
田
の
大

涛
水
。
牛
石
清
水
を
経
て
、
こ
の
弁

天
神
社
か
ら
国
見
峠
を
越
え
て
貝
田

の
地
狹
部
を
、
刈
田
郡
の
越
河
へ
と

通
じ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、
弁
天

神
社
近
辺
は
平
担
地
で
下
紐
の
闃
が

置
か
れ
る
に
は
、
要
害
の
地
と
は
言

い
難
ぐ
。
詳
し
く
は
今
後
の
調
査
検

討
に
待
ち
た

い
。

参
考
文
献

「
国
見
町
史
」
「
伊
達

二
部
村
誌
」

「
下
紐
神
社
考
」
早
田

盛
著

注
Ⅲ
大
中
臣
能
寧
：
九
ニ

ー

九
九

一
。
歌
人
、
梨
壺
の
五
人
の
一
人

女
流
歌
人
伊
勢
大
輔
の
祖
父
。

注
閙
妻
問
婚
・：
夫
か
婁
の
家
を
防
れ

る
だ
け
で
同
居
を
し
な
い
、
古
代

の
結
婚
様
式
。

国保

高
額
療
養
貲

自
己
負
担
限
度
額
引
き
上
げ

国
保
で
診
療
を
受
け
る
鳩
合
、
医

療
費
の
３
割
を
負
担
す
る
だ
け
で
済

み
ま
す
が
、
最
近
で
は
医
学
の
進
歩

に
伴
っ
て
自
己
負
担
の
額
も
高
額
に

な
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
ん
な
と
き
、
被
保
険
者
の
負
担
を

軽
く
す
る
た
め
の
制
度
が
「
高
額
療

養
費
」
と
い
う
制
度
で
す
。

こ
の
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限

度
額
か
、
平
成
３
年
５
月
診
療
分
か

ら
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

引
き
上
げ
の
内
容
は
、
自
己
負
担

限
度
額
か
五
万
七
千
円
か
ら
六
万
円

（
町
県
民
税
非
課
税
世
帯
は
三
万
一

千
八
百
円
か
ら
三
万
三
千
六
百
円
）、

多
数
該
当
世
帯
は
三
万
三
千
円
か
ら

三
万
四
千
八
百
円
（
同
二
万
二
千
二

百
円
か
ら
二
万
三
千
四
百
円
）
に
な

り
ま
し
た
。

○
自
己
負
担
額
の
計
算
は
…
…

①
月
の
一
日
か
ら
月
末
ま
で
、
つ
ま

り
麕
月

ご
と
に
計
算
し
ま
す
。

②
病
院
・
診
療
所
ご
と
に
針
算
し
ま

す
。

③
総
合
病
院
の
各
診
療
科
は
、
そ
れ

ぞ
れ
別
計
算
と
な
り
ま
す
。

④
同
じ
病
院
で
内
科
な
ど
と
歯
科
か

あ
る
場
合
、
歯
科
は
別
計
算
と
な

り
ま
す
。

⑤
ひ
と
っ
の
病
院
・
診
療
所
で
も
、

入
院
と
溥
院
は
別
計
算
と
な
り
ま

す
。

⑥
差
額
ベ
ッ
ド
料
や
基
準
看
護
の
痢

院
に
入
院
し
た
と
き
の
付
き
添
い

看
護
料
な
ど
。
保
除
診
療
の
対
象

と
な
ら
な
い
も
の
は
除
き
ま
す
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

保
髄
課
国
保
係

酋
剪
２
１
１
１
・

内
線
１
５
３

，
9
1
赤
十
宇
社
員

増
強
運
動

赤
十
字
社
員
増
強
運
動
に
つ
き
ま

し
て
は
、
毎
年
あ
た
た
か
い
ご
協
力

を

い
た
だ
き
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。

赤
十
字
は
、
国
内
は
も
と
よ
り
全

世
界
の
平
和
と
福
祉
増
進
の
た
め
、

人
道
・
博
愛
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
災
害

救
護
事
業
を
は
じ
め
血
液
事
業
、
奉

仕
団
活
動
の
推
進
、
青
少
年
赤
十
字

の
育
成
、
家
庭
看
護
法
な
ど
の
騨
習

会
の
開
催
、
社
会
福
祉
援
護
事
業
等

数
々
の
事
業
を
強
力
に
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

五
月
は
、
赤
十
字
運
助
月
間
と
し

て
、
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
か
展
開

さ
れ
ま
す
。

今
年
も
町
民
皆
さ
ま
の
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
目
標
額
が

造
成
で
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
目
標
額
一
。
六
八
二
、
〇
〇
〇
円

（
一
世
帯
当
り
　
五
八
〇
円
）

”教
お
う

災
禍
に
あ
え
ぐ
人
々
を
”



人
権
擁
護
委
員
は

あ
な
た
の
相
談
相
手

六
月
一
日
は
．
人
権
擁
護
委
員
の

日
で
す
．

皆
さ
ん
の
地
城
に
は
、
町
長
か
ら

の
推
薦
に
よ

り
て
、
法
務
大
臣
よ
り

委
嘱
を
受
け
た
人
権
擁
護
委
・
員
が
、

人
権

が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
見
守
り
、

人
権
を
侵
さ
れ
た
人
が
い
た
場
合
に

は
、
そ
の
救
済
に
努
め
て
お
り
ま
す
．

ま
た
．
人
々
の
間
に
正
し
い
人
権

の
考
え
方
を
広
め
、
自
由
人
権
思
想

の
啓
発
に
も
努
め
て
お
り
ま
す
．

困
り
ご
と
．
悩
み

ご
と
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
、
次
の
人
権
擁
護
委
員
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
．

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
、
守
ら
れ

ま
す
．

・
蓬
田
　
正
敏
・
。
雲
翦
4
3
3
4
　

箆
江
字
前
原
2
2

・
牧
野

武
夫
・：

酋
剪
2
6
1
5
　

藤
田
宇
日
渡
三
７
の
２

・
阿
部
タ
イ
子
・
”
Ｉ
翦
3
2
0
3
　

大
木
戸
字
孝
徳
５
の
３

春
の
行
政
相
談
週
間

総
務
庁
で
は
、
国
見
町
を
担
当
す

る
行
收
相
談
委
員
と
し
て
、
次
の
方

を
委
嘱
し
て
お
り
ま
す
。

内

池

和
　
子

国
見
町
大
字
山
崎
字
沢
田
1
0－

９

壼
翦
3
3
2
0

行
政
相
鮫
委
員
は
、
国
の
仕
事
を

は
じ
め
Ｊ
Ｒ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
仕
事
、

県
や
市
町
村
が
国
か
ら
委
任
さ
れ
た

り
、
補
助
金
を
受
け
て
行
っ
て
い
る

仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
や
要
望
・
意

見
を
受
け
付
け
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

役
所
と
の
間
に
立
っ
て
、
そ
の
解
決

を
促
進
す
る
よ
う
相
談
に
応
じ
ま
す
。

な
お
、
五
月
は
『
さ
わ
や
か
行
政

サ
ー
ビ
ス
推
進
月
間
』
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る

不
平
不
満
あ
る
い
は
ご
意
見
を
お
持

ち
の
か
た
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
は

お
早
め
に
！

五
月
は
自
動
車
税
の
納
期
で
す
。

平
成
三
年
度
の
自
動
車
税
の
納
期

は
、
五
月
三
十
一
日
ま
で
と
な

り
て

い
ま
す
。
最
寄
り
の
金
融
機
関
な
ど

か
ら
忘
れ
ず
に
完
納
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
身
体
障
害
者
等
の
方
が
一

定
の
条
件
に
骸
当
す
れ
ば
、
自
動
車

撹
が
減
免
と
な
り
ま
す
（
減
免
申
請

期
限
・
：
五
月
二
十
四
日
司

自
動
車
税
を
完
納
し
た
と
き
は
、

納
税
証
明
書
の
つ
い
た
領
収
証
を
お

渡
し
し
て
い
ま
す
。
こ
の
納
脱
証
明

書
は
、
車
検
を
受
け
る
時
に
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
紛
失
し
な
い
よ
う

車
検
征
と
い

り
し
ょ
に
保
管
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
な

■

問
い
合
わ
せ

福
励
県
税
事
務
所

蠢
咄
1
1
1
1

内
線
３
４
－

３
～
3
4
2
９
1

募
　

集

勤
労
青
少
年
職
場
体
験
記

動
労
青
少
年
の
職
場
生
活
に
お
け

る
体
験
を
通
し
て
得
た
働
く
喜
び
、

生
き
か
い
な
ど
の
感
想
・
意
見
を
募

集
し
、
そ
の
優
秀
な
作
品
を
『
動
労

青
少
年
の
日
』（
七
日
第
三
土
曜
日
）

に
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
か

広
く
助
労
青
少
年
の
姿
に
触
れ
、
理

解
を
深
め
合
う
こ
と
を
目
的
に
、
次

の
要
領
で
「
動
劣
青
少
年
職
場
体
験

記
」
を
募
集
し
ま
す
．

▼
資
　
格

県
内

在
住

の
動

労
青
少
年

（
７

月
3
1
日
現
在

満
2
5
歳

末
満

）

▼
テ
ー
マ

Ｈ
職
場
生
活
・
余
暇
活
動
を
内
容

と
す
る
も
の

口

『
ふ
く
し
ま
』
に
住
み
、
暮
ら

す
こ
と
の
誇
り
・
期
待
・
希
望

を
内
容
と
す
る
も
の

▼
作
　
品

Ｈ
応
募
作
品
は
、
原
稿
用
紙
（
四

百
字
諮
）
４
枚
以
上
７
枚
以
内

口
原
稿
用
紙
の
第
一
ペ
ー
ジ
に
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
年

齡
、
性
別
、
職
業
、
勤
務
先
、

勤
務
先
の
所
在
地
及
び
電
話
番

号
を
明
紀

▼
応
募
期
聞

平
成
３
年
４
月
1
0日
～
５
月
3
1日

■

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

端
島
県
商
工
労
働
郁
労
務
課
『
動

労
青
少
年
職
場
体
験
記
』
担
当
係

価
蜘
福
鳥
市
杉
妻
町
２
－
1
6

・
。
咄
1
1
1
1
　

内
線
4
0
7
3

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
衣
彰

―
お
Ｍ
」め

に

申
し

込

み
を
卜

結
婚
し
て
五
十
年
。
今
年
め
で
た

く
金
婚
式
を
迎
え
る
皆
さ
ん
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

五
年
前
、
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

と
福
島
民
報
社
が
共
催
で
ス
タ
ー
ト

し
た
『
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰
』

は
、
県
内
各
地
で
反
響
を
呼
び
、
二

苙
、
九
五
〇
組
の

ご
夫
婦
を
表
彫
す

る
こ
と
か
で
き
ま
し
た
。

今
年
も
次
の
要
項
で
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◇
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
方

昭
和
十
五
年
中
に
結
婚
さ
れ
た
ご

夫
婦
。
ま
た
、
昨
年
申
し
込
み
の

手
続
き
を
し
な
か
っ
た
ご
夫
婦
。

◇
申
し
込
み
（
手
続
き
）

表
彰
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
（
役
場

住
民
福
祉
課
福
祉
係
）
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◇
受
付
期
限

平

成
三
年

七
月

六
日
（
土
）
ま

で
・

◇
表
彰
式

町
敬
老
会
の
席
上
、
衣
彰
い
た
し

ま
す
．

■
問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
福
祉
係

S
S
2
1
1
1
　内
線
１
３
３

５

月
今
月
の
納
税

固
定
資
産
脱
｛
第
一
期
｝

軽
自
助
車
脱

伊
達
西
部
土
地
改
良
区
費
（
前
期
）

伊
達
西
根
堰
土
地
改
良
区
費
（
前
期
）



道
路
標
識
に

ご
意
見
を
！

道

路
標

識
は
、

道
路
構

造
を

保
全

し

。
円
滑

な
道
路

交
通

と
安
全

を
図

る
う
え

で
不

可
決

な
施

設
で
あ

り

。

道
路
利

用
者

に
対
す

る
案

内
、

警
戒

ま

た
は
規

制
な
ど

の
情
報

を
伝

達
す

る
機
能

を
有

し
て

い
ま
す

。

そ

の
整

備
に
あ

た

り
て

は
、

道
路

利

用
者

の

ニ
ー

ズ
に
即
し

た

『
見
や

す

い
』

『
分

か
り

や
す

い
』

『
観

し

み
や
す

い
』
道
路
標

識

に
す
る
よ

う

常
に

心
か
け

て

い
ま
す
。

道

路
標

識
に
関
す

る
皆

さ
ん

の
意

見
を
幅

広
く

求

め
る
た

め
、
そ

の
受

付
窓

口
と
し

て
標
識

意
見

箱

（
標
偉

Ｂ
Ｏ

Ｘ
）
を

開
設

し
て

お
り
ま

す
の

で
、

ご
意

見
を

お
寄
せ
く

だ
さ

い
。

”標

識

Ｂ
Ｏ
Ｘ

”
へ

の
ご
意

見
は

、

次
の

宛
先

へ

・
東
北
地
方
建
設
局
福
島
工
事
事
務

所
標
識
Ｂ
Ｏ
Ｘ
係

こ 
･福
鳥
市
黒
岩
宇
榎
平
3
6

・
福
島
県
庁
標
臓
Ｂ
Ｏ
Ｘ
係

辱
蜘
福
鳥
市
杉
妻
町
２
‐
1
6

・
福
島
県
警
察
本
部
標
識
Ｂ
Ｏ
Ｘ
係

辱
蜘
福
鳥
市
旭
町
７
－
2
1

毎
月
―
日
は

「
バ
ス
・
鉄
道
利
用
促
進
デ
ー
」

心
が
け
よ
う

マ
イ
カ
ー
の
節
車

近
年
の
急
速
な
自
動
車
の
普
及
に

伴
り
て
、
バ
ス
や
鉄
道
な
ど
の
公
共

交
通
機
関
の
利
用
者
は
年
々
減
少
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
．
毎
日
一
日
は

『
バ
ス
・
鉄
道
利
用
促
進
デ
ー
』
．

あ
な
た
も
、
マ
イ
カ
ー
の
節
車
に
ぜ

ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
．

バ
ス
や
鉄
道
を
利
用
す
る
人
が
減

る
こ
と
は
、
そ
の
交
通
機
関
の
維
持

が
困
難
に
な
っ
て
、
運
行
回
数
か
減

る
な
ど
、
老
人
や
子
供
な
ど
マ
イ
カ

ー
を
持
た
な
い
人
の
生
活
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
．

県
内
の
交
通
事
故
件
数
は
、
増
加

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
．
ま
た
都
市

郎
の
交
通
渋
滞
問
題
と
も
併
せ
て
、

自
助
車
は
像
々
な
社
会
問
閣
を
引
き

起
こ
し
て
い
ま
す
．

毎
月
一
日
は
、
み
ん
な
で
マ
イ
カ

ー
を
節
車
し
．
パ
ス
や
電
車
の
利
用

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
・

推
　

進
　

事
　

項

▼
通
勤
・
通
学
に
は
マ
イ
カ
ー
の
使

用
を
自
粛
し
、
バ
ス
・
鉄
道
を
利

用
し
ま
し

ょ
う
。
や
む
を
得
ず
マ

イ
カ
ー
を
使
用
す
る
と
き
は
、
で

き
る
だ
け
相
乗
り
を
心
が
け
ま
し

▼
集
会
や
催
物
な
ど
を
実
施
す
る
場

合
は
、
参
加
す
る
人
に
バ
ス
や
鉄

遭
を
利
用
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け

ま
し
ょ
・
フ
。

▼
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
に
出
掛
け

る
と
き
は
、
で
き
る
だ
け
パ
ス
・

鉄
道
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

募　　 集
ふ るさ とだ より（ 広 報くに み） を

お届けになりませんか？
ふるさとを離れて住んでいても、いつも忘れることので

きない故郷国見．そんな国見町出身の親類・友人のかたか

たに町の情報をお届けになりませんか．

送付期間…平成３年６月号～平成４年５月号

経　 費…600円（１年分の郵送料）

※送付先の住所・氏名を明記し、経費600円を添えて、企

面商工廛広報広聴係にお申し込みください．

戸 籍の窓口
(４月受付分)

出生おめでとうございます

子 の 名 保護者　　町内会

有 美(あ り み)佐藤 和夫 富 町 南

部 羮(い く み)中田 幸司 石母田面

泰 崇{やすたか}本田 晴美 宮 町 南

明 葉(あ き は)舟山富士男 源宗山北

昂 太に う た)鈴木 弘三 川　 内

健 郎(たけろう)佐藤 裕一 小　 坂

由佳粲(ゆ か り)小池 克則 第　 三

結婚おめでとうございます

氏　　 名
渋 谷　　薫

丹 泊 礼 子
山 田　　勲
木 村 加代子

町内会
光明 寺
福島 市

前　 田
篠島 市

おくやみ申し上げます

氏　　名　　　年齢　　町内会
渋 谷 ツルノ　　フ4　　光明 寺

中 野 助太郎　　89　　 鶴　 町
賀 ●　　 博　　Ｓ　　 第　 八
達 藤 貞　古　　59　　 第　 一
同 抛 利 夫　　 砺　　 大木 戸
星 野 タ ツ　　フ5　　光 明 寺

阿 部 勇　吉　　87　　 貝　 跼
鈴 木 鶴 古　　82　　 川 内内
吉 田　ト　ミ　　83　　 砲 江 北
谷 津 渾 一　　88　　 山　 忸
佐 藤 はるの　　88　　 徳 江 北
野 村　タ　ケ　　85　　 板　 綢
松 浦 そ　の　　励　　 貝　 田

人 口 と 世 帯
５月１日現在(前月比)４月中のうごき

人
口

男5  , 748人 （±0 ）

女6  は 人(  ｰ 17 )

一計11 , 人(  ｰ 17 )

世帯数2  , 5戸(  十 15 )

転 入49 人

転 出60 人

出 生　７人

死 亡　13人

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二階 相談 室 （稟●入口からお入り下さい）

時 閥 ： ９ 略～12 畤

こ まったことや、 相破ごとがありましたら、

お気軽にご相談下 さい。瞿密は絶対に守ります。

(相談員)

５月 日 ( 金）阿部 浚恒・谷津 智恵

６月５日（水）後藤　 －・佐藤八重子

６月15 日 (土）高橋藤右工門・集瀬貞子

５月　皐月（さつき）

ﾋ 8 日 (土）国際善意デー

:21 日 (火）家内労働旬間

･26日（日）全国柚樹祭

130日（木）ゴミゼロの日
ｉ 亠　

消費者の目

６月　水無月（みなづき）

１日（土）気象記念日　・

４β（火）歯の衛４ ●間

５日（水）環暁週問

７日（金）計量記念日1

瓰 日 (月）時の記念日



公
民
館
だ
よ
り

国 見 町 公 民 館

き8  5 ｰ 2 6 7 6

（有) 4  1  5  6

阿
津
賀
志
学
級
が

開
　
　

講

平
成
一
二
年
度
の
阿
津
賀
志
学
級
並

び
に
交
通
安
全
大
学
学
生
証
交
付
式

が
、
去
る
四
月
二
十
六
日
、
百
八
十

一
名
の
学
級
生
が
出
席
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
大
技
小
学
校
の
落
成
式
と

か
ち
合
っ
た
た
め
、
初
め
に
冨
永
町

艮
よ
り
ご
祝
辞
を

い
た
だ
い
た
後
、

阿
津
賀
志
学
級
の
歌
の
斉
唱
、
公
民

館
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
更
に
新
し
く

挙
級
生
に
な
っ
た
四
十
六
名
に
交
通

安
全
大
学
学
生
証
が
交
付
さ
れ
、
交

通
規
則

の

遵
守

と
事
故
防

止
へ

の
決

意

を
新

た

に
し
ま

し
た

。

引

続
き
桑

折

警
察
署
長

よ

り
励
ま

し
の

お
こ
と

ば
を

い
た
だ

い
た
後

、

本

年
度

の
学

習
計
画

に
つ

い
て
の

説

明

が
あ

り
ま

し
た

。

今
年

度
の

学
級
生

は
昨
年

度
よ

り

多

い
三
百
一
二
十
四

名

で
、

全
体

学
習

会

が
十
五

回

、
趣
味

の
グ

ル
ー
プ

学

習

（

ペ
タ
ン

ク
、

ち
ぎ
り
絵

、

。’ｌ
道

、

社

交
ダ

ン
ス

）
が
二

十
八
回

予
定

さ

れ

て

い
ま
す

。

今
年

度
は
福

祉
セ

ン
タ

ー
の
ほ

か
、

森
江

野
町

民

セ
ン

タ
ー
を
利

用
し

て

の

方
部

学
習
会

を
一
二
回

計
画

さ

れ
て

い
る
ほ

か
。
奉

仕
活
動

の
増

加
、

伝

承

文
化

に
つ

い
て
の

子
ど
も

た

ち
と

の

世
代

間
交
流

な
ど

、
内
容

方
法

に

つ
い
て

多
様

な
面

か
ら
工
夫

さ

れ
て

い
ま
す

。

な

お
開
講
式

後
、

伊
達
町

福

厳
寺

住
職
の

石
井

祐
澄
先

生
よ

り
「

心
豊

か
な
鳥

齢
化
社
会

を

送
る

た
め

に
」

と

い
う

テ
ー

マ
で

、
有
意
義

な

お
話

を

聞
き

。
充
実

感

と
満
足
感

の
う

ち

に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
、
年
間
計
画
に
基
づ
き
学
習

会
を
行
う
わ
け
で
す
が
、
敏
多
く
の

出
席
を
お
暇
い
し
ま
す
。

今
年
度
の
役
員
は
次
の
方
々
で
す
。

委

貫

長
　
藤
Ⅲ
　
勝
術

副
委
口
艮
　
吉
田
　
嘉
藏

や
　
　

佐
久
間
い
ち

庶
　

務

遠
藤
源
五
郎

会
　

計
　
村
上

新
占

監
　

事

大
波
　

勇

φ
　
　

林
　
ク
ニ
イ

▲阿漕貿志学級闘講式

子

育

て

コ

ー

ナ

ー

し

つ
け

の
要

点

（

続

）

「
感
謝
の

心
を
育
て

る
」

蘰
Ⅲ
幼
稚
園
の
家
庭
教
育
講
座
で

遠
藤
伊
雄
先
生
（
元
桑
折
町
教
育
長
）

は
、
あ
い
さ
つ
、
食
事
、
は
き
も
の
。

予
つ
だ
い
、
神
さ
ま
仏
さ
ま
の
５
つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

前
号
で
は
あ

い
さ
つ
と
食
事
の
偏
食

に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
さ
ら
に

食
事
作
法
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
す
。

「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
い
っ
て
か

ら
食
べ
ま
す
。
外
国
で
も
お
祈
り
を

●
畠
－
一
ａ
一
一

し
ま
す
。
こ
れ
は
誰
か
ら
何
を
い
た

だ
く
の
か
を
折

に
ふ
れ
話
し
て
き
か

せ
た
り
、
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
無
蓍
戍
恭
と
い
う
教
育
者
が

子
ど
も
た
ち
に
話
し
た
こ
と
で
す
が

「

い
た
だ
き
ま
す
」
と
い
う
の
は
、

食

べ
も
の
の
生
命
を
い
た
だ
く
の
で

す
。
食
ぺ
も
の
の
も
と
の
生
き
て

い

る
姿
で
あ
る
稲
や
麦
。
牛
や
豚
、
に

わ
と
り
な
ど
の
生
命
を
分
け
て
も
ら

っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
私
た

ち
は
こ
の
植
物
や
助
物
を
自
然
の
恵

み
と
し
て
い
た
だ
き
、
自
然
へ
の
感

謝
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
も
ち

ろ
ん
、
お
父
さ
ん
が
働

い
て

い
る
か

ら
食
料
を
買
う
こ
と
が
で
き
る
し
。

お
母
さ
ん
が
何
時
間
も
手
間
を
か
け

て
科
理
を
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、

農
家
の
人
た
ち
の
苦
労
、
食
品
Ｔ
一
場

で
働
く
人
な
ど
、
身
近
か
な
人
た
ち

や
兒
知
ら
ぬ
多
く
の
人
た
ち
へ
の
感

謝
の
心
を
育
て
る
こ
と
で
す
。
感
謝

の
心
は
せ
ち
が
ら
い
世
の
中
を
生
き

て
ゆ
く
上
で
欠
か
せ
な
い
大
切
な
こ

と
で
す
。
感
謝
の
心
が
あ
れ
ば
こ
そ
、

世
の
中
の
平
和
は
保
た
れ
る
わ
け
で

す
。
こ
の
こ
と
を
「
食
べ
る
」
と
い

う
行
為
の
中
で
き
ち
ん
と
く
り
返
し

教
え
て
ゆ
く
こ
と
で
す
。
い
ま
の
世

の
中
は
、
こ
の
感
謝
の
心
が
全
般
に

薄
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
感
謝
の
心

を
教
え
る
親
に
感
謝
の
心
が
な
く
て

は
、
子
ど
も
に
す
ぐ
兄
破
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
「
神
さ
ま
、
仏
さ
ま
」

も
同
じ
で
す
が
、
親
が
毎
朝
神
仏
に

予
を
合
わ
せ
る
敬
け
ん
な
姿
に
接
し

て
子
ど
も
は
、
白
然
と
ま
ね
を
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
「
お
１
伝

い
」

も
や
ら
せ
て
み
て
は
じ
め
て
親
の
仕

事
は
人
窒
な
の
だ
と
い
う
こ
と
が
理

解
で
き
ま
す
。
い
ま
の
子
ど
も
た
ち

は
、
テ
レ
ビ
に
育
て
ら
れ
て
い
ま
す

か
ら
、
耳
だ
け
か
ら
入
っ
て
く
る
情

報
に
は
鈍
感
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

目
で
兄
て
、
実
際
に
や
っ
て
み
て
は

じ
め
て
理
解
で
き
る
の
で
す
。
子
ど

・
も
に
や
ら
せ
る
に
は
親
も

Ｉ
諸
に
や

ら
な
日
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
お
と
な

に
な
っ
て
か
ら
始
め
る
の
は
大
へ
ん

抵
抗
が
あ
り
ま
す
が
、
世
の
中
を
明

る
く
平
和
に
す
る
た
め
に
共
々
に
努

力
し
て
ゆ
き
ま
し
よ
う
。

寄
購
図
書

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た

○
県
営
ほ
蝿
整
備
嘔
業

伊
達
西
部
地
区
沿
革
史
　
一
冊

伊
達
西
部
土
地
改
良
区
様

団　員

募 集 柔道スポーツ少年団

・資　格　町内小・中 学校の児童生徒

・練習日　 通年毎週火・土曜日
小学生･…午後６時～８時

中学生…･午後６時～９時
・団　費　年300円（ スポーツ傷書保険含む）

・その他　柔遭のほかにスキー．キャンプ、サイ
クリングなどがあります

・申込み　本田林一郎(  085 ｰ 幻 75 )



国
見
町
体
育
協
会
の

新
役
員
決
ま
る

四
月
二
十
四
日
夜
、
町
公
民
館
に

お
い
て
平
成
－
二
年
度
町
体
育
協
会
の

総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
委
任
状
を
含
め
代
議
員

五
十
一
名
が
出
席
し
。
佐
藤
会
長
の

あ

い
さ
つ
、
来
賓
の
冨
永
町
畏
か
ら

祝
辞
が
あ
り
、
嬢
事
に
入
り
ま
し
た
。

餓
事
で
は
、
平
成
二
年
度
事
業
と

収
支
決
算
の
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ

れ
。
次
に
平
成
一
二
年
度
事
業
計
画
と

収
支
予
算
が
審
議
さ
れ
。
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

統
い
て
役
貝
改
選
が
行
わ
れ
、
次

の
と
お
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

会

長

神
津

武
志
（
新
）

剛
会
長

佐
々
木
治
郎
（
新
）

々
　
　
松
浦

和
子
（
斬
）

監

事

瀬
戸

共
明
（
新
）

・
　

半
沢
　

賻
（
再
）

顧

問
　
佐
藤

元
一
（
推
薦
）

前
会
長
佐
藤
元
一
氏
は
、
昭
和
四

十
六
年
三
月
町
体
育
協
会
結
成
以
来

初
代
会
長
と
し
て
二
十
年
間
に
亘
り

町
社
会
体
育
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
。

こ
の
た
び
後
進
に
通
を
譲
り
退
任
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
総
会
に
お
い

て
、
氏
に
特
別
功
労
者
と
し
て
感
謝

状
と
記
念
品
を
贈
呈
す
る
決
膿
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

初夏の趣味・スポーツメニュー

趣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昧

�

囲

碁

教

室

�
ヨ
ー
ガ
教
室

ス
　
　

ポ
　
　

ー
　
　

ツ

�
尾
瀬
探
勝

区 分 �事業名 内　　　　　　　　　　　 容

と　き　％～％ 毎週土曜日　　　　

囹2:00 ～5:00

ところ　国見町 公民館

内 容 初心者向き、碁のいろは、初歩

的な定石、対戦

講 師　日本棋院福鳥県支部　　　　

五段　皎々木博先生

対 象･T 民及び町内の職鳩勤務者　　

定員30名

受講料　６００円

中込み　髦土)まで受講科を添えて

と　き　％～％ 毎週水曜日　　　　

Ｓ ７：００～９：００

ところ　国見町公民館

内 容 初歩的なポーズ、呼吸法、冥想

など

購 師　日本ヨーガアシユラム　　　　

斎藤和子先生

対 象 町民及び町内の職場勤務者　　

定員15名

受講料　６００円

申込み　‰月)まで受講料を添えて

と　 き　％出 ％（日） １泊２日

コース　〈初日〉御池登山口～尾瀬沼～

龍宮小屋（泊）　　　　　

〈２日目〉尾瀬ケ原～大江湿原

～沼山峠～御池

対 象 町民で70歳未満の健康な方　　

（学生は除く）定員41名　　　

（定貝オーバーのときは抽選）

参加料　 １４，０００円

申込み　%  囹 5:00 まで必着

ス
　
　
　
　

ポ
　
　
　
　

ー
　
　
　
　

ツ

�
　 エ

ア

ロ

ビ

ク

ス

教

室

も
 
0
 
と
 
三
 
“

�
軟
式
テ
ニ
ス
教
窒

，
，

ぃ
雀

ー
！
廴

ー
ー
・

ｉ
・

区 分 �事業名 内　　　　　　　　　　　 容

と　 き　％～％　毎週日曜日　　　　RM7:00

～9:00

ところ　国見町公民館

内　 容 初心者向き、基本的な実技指導

講 師　インスト ラクター　　　　

菊地和子先生

対 象 町民及び町内の職場動務者　　

定員35名

受講料　６００円

申込み% 團 まで受講料を添えて

と　き　％山 、% 困 ､ 第山、％團．％山

囹7:00 ～9:00

ところ　町民テニスコート

内　 容 初心者向 き、基本的なテニスの

理論と実技

講　師 国見町テニス愛好会員

対 象 町民及び町内の職場勤務者　　

定員35名

受購料　１，０００円

申込み%Uj まで受講料を添えて

行　 事　 予　 定　 表

月 �日 �曜 � 行　　　　　　　　　　　 事

５ �16�

木 �子ども移助図番館（藤田小２年）

�18�土 �硬式テニス教室（開講）

�20�月 �阿津賀志掌級（社交 ダンス）

�24�金 �阿津賀志学級研修旅行（仙台方面）

�27�月 �阿津賀志掌級（社交 ダンス）

�28�火 �
成人掌級（霊山の史跡探訪）

���子ども移動図書館（小坂小）

�29�水 �
中央婦人学級（町内の企業めぐり）

���阿津賀志掌級（ちぎり絵）

�30�木 �子ども移動図書館（藤田小１年）

�31�金 �ペタンク蕃及講習会

６ �

１
２ �

土
日 �初

夏の尾瀬探勝 い 泊 2 日）

�８�土 �軟式テニス教室（闘講）

�９�日 �
町長杯野球大会

���エアロビクス教室（開購）

�12�水 �中央婦人掌級（電気教室開講）

爾 考 ���％ 伊連地方公民館職員研修会（国見）



農

業

市に
ぎ
わ
う

五
月
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ
た
五

月
五
日
、
恒
例
の

ｔ
農
業
市
」
が
観

月
台
公
園
で
開
か
れ
、
町
内
外
の
農

家
の
人
や
、
家
族
づ
れ
の
人
た
ち
な

ど
、
多
く
の
人
出
で
終
日
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

公
園
の
沼
の
周
囲
一
面
に
所
狭
し

と
並
ん
だ
出
店
に
は
、
草
花
や
苗
木
、

か
ご
、
青
果
物
、
ま
た
子
ど
も
た
ち

に
人
気
の
金
魚
す
ぐ
い
や
お
も
ち
ゃ

屋
な
ど
か
並
び
、
買
い
求
め
る
客
か

切
れ
目
な
く
続
い
て
い
ま
し
た
。

春

日

神

社

で

例

大

祭

～
太
々
神
楽
を
奉
納
～

内

谷
春
日

神
杜

境
内

の
桜

か
満

開

に
咲
き

胯
る

四
月

卜
川
日

、
町
無

形

民

俗
文

化
財

指
定

の

’太

々
神
楽

」

が
、
神
楽

股
で

奉
納

さ
れ
ま

し

た
。

当
日

は
午

後
一
時

半
か

ら
全
二

十

八
座
の

う
ち

『
神
招

‘
を
は

じ

め
。

『
猿
田

彦

｀
「
岩

。尸
」
な

ど
卜
四

麗

か

奉
納

さ
れ

。
境
内

に
は
地
一
ｔ
の

人

た
ち
か

大
勢
見

物

に
訪
れ
、

熱
心

に

見

入

コ

‘
い
ま
し

た
。

こ
の
太

々

神
楽

は
、
明
治

十
五
年

旧

九
月

十
九
口

第

一
回
奉
納

以
来
百

余

年
を
経

て

、
昭
和

六
十

。。一
年

に
町

第

一
号
無

形
民

俗
文

化
財

に
指
定
さ

れ
ま
し

た
。

順
調
に
進
む

発
掘
調
査

山
崎
小
舘
跡
（
国
見
町
公
民
館
裏
）

は
、
中
庶
の
紺
跡
と
し
て
広
く
知
ら

れ
た
遊
搆
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
場
所
か
観
月
台
公

園
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
予
定
地
に
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
。
遣
磚
の
記
録

保
存
を
図
る
た
め
、
現
在
、
発
掘
調

査
か
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
面
積

が
約
じ
千
Υ
方
メ
ー
ト
ル
と
広
大
な

た
め
、
こ
の
円
川
か
ら
専
門
調
査
員

と
し
て
福
島
県
考
占
｛
尤
二
ほ
の
大
槻

縟
亢
生
に
。
狐
山
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
四
月
下
旬
か
ら
は
町
老
ヘ

ク
ラ
ブ
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
発
掘
作
業
も
順
調
に
進
ん
で

い

ま
す
．

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
一
度
．
発
掘

硯
場
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
歴
史
の
町

く
に
み
の
再
確
認
と
．
今
回
の
調
査

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
．．

観
月
台
公
園
を
清
掃

～
観
月
台
公
園
管
理
委
員
会
～

化
阯
の
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
た
四
月

十
二
口‥
、
観
月
台
公
園
管
理
委
員
会

の
皆
さ
ん
（
占
川
碼
由
会
長
）
か
、

公
園
内
の
清
掃
を
行

い
ま
し
た
。

管
理
委
員
会
で
は
、
毎
月
一
日
と

士
五
日
に
清
婦
作
業
を
吁
っ
て
お
り
、

こ
の
Ｈ
は
、
午
加
八
時
か
ら
約
一
時

間
に
わ
た
り
、
ゴ
ミ
や
空
き
缶
な
ど

を
拾
い
集
め
ま
し
た
。

委
八
の
皆
さ
ん
は

一
公
岡
内
の
大

の
フ
ン
始
末
や
ゴ
ミ
は
で
き
る
だ
け

持
ち
帰
る
よ
う
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
．

ト
イ
レ
を
開
放

～

三

脇

ハ

イ

ヤ

ー

岡
見
営
業
所
～

役
場
通
り
の
三
協
（

イ
ヤ
ー
国
見

営
業
所
か
こ
の
ほ
ど
完
成
。
そ
の
事

務
所
に
ト
イ
レ
か
設
置
さ
れ
。
町
民

の
皆
さ
ん
に
利
用
を
閧
放
し
て
い
ま

す
。マ

ナ
ー
を
守

ｊ
て
の

ご
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

編
集
日
記

０
５
月
に
入
り
、
野
も
山
も
目
に
ま

ぷ
し
い
新
緑
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

町
で
は
、
５
月
1
3日
か
ら
結
核
検
診
、

基
本
健
診
が
始
ま
り
ま
し
た
。
年
に

一
度
は
健
康
診
断
を
ｉ
診
、
自
分
の

健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
い
も
の
で
す
。

発
行
・
１
あ

国
見
町
企
画
商
工
課

福
鳥
県
伊
達
耶
国
兇
町
人
字
鑷
Ⅲ
字

．
丁
田
．
．２
の
Ｉ

・
九
六
九
Ｉ

．
匕
　

廿
一

‘Ｏ
Ｊ一
四
．き

八
五
―
．：

：

｛
代
表
｝

▲大勢の人がつめかけた農業市

Ａ見事な舞を破露

▲発振作業現鳩

▲観月台公園i輿掃に参加された皆さん

▲マナーを守ってご利用ください
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